
第３４回 市民まちづくり会議

大規模土地取引行為の届け出地の
概要について

（諮問第３号関係）

資料３－２



大規模土地取引行為

届 出 地 日野市百草８７７番１の一部 ほか６筆
面積 ５,４１７．０８㎡

届 出 者 日野市百草８４７番地
石坂 高一 ほか２名

譲 受 人 東京都西東京市東伏見３－６－１９
タクトホーム株式会社

届 出 日 令和元年６月４日

主な土地利用目的 分譲住宅３１棟
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現状の土地利用形態

従前の土地利用 テニスコート

用途地域 第１種低層住居専用地域
（建ぺい率４０％、容積率８０％）

地区計画 設定なし

そ の 他 ・宅地造成工事等規制区域
・都立多摩丘陵自然公園

まちづくりマスタープランの位置づけ
・大規模公園・緑地・河川・緑と共生した土地利用
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日鉱住宅

位 置 図

今回の届出地
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大規模土地取引行為箇所及び周辺状況

市立七生緑小学校
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今回の届出地

東京電力(株)

総合研修センター

日本信販住宅



用 途 地 域
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まちづくりマスタープラン（土地利用構想の位置付け）
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まちづくりマスタープラン（地域別まちづくり詳細計画の位置付け）

7

倉沢・三沢の里山を多くの人が訪
れる観光とレクリエーションの拠点へ
（地区計画の活用による緑地の保
全や散策コースの魅力づくり）

大規模公園・緑地

拡大図



まちづくりマスタープラン（まちづくり基本計画の位置付け）
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・開発事業により形成される緑等は、事業者において周辺の住宅地等に影響しないよう安全対策を
図ったうえで緑地として保全します。
・開発事業と合わせた地区計画の決定、既存の緑の保全と新たな緑の創出

１－１．水音と土の香りがするまちをつくる

森林・原野

公園・運動場等

今回申請対象地



まちづくりマスタープラン（まちづくり基本計画の位置付け）

9

・外出機会の創出や頻度の向上による普段からの健康づくりに向けて、「歩きやすい」「自然と歩きたく
なる」といった外出しやすい住宅地をつくるとともに、外出のきっかけとなる機能、施設を立地誘導すると
いう、「歩きたくなるまちづくり」を実施していきます。
・交流拠点と連携し、日野の様々な自然環境資源やレクリエーション資源を結ぶ歩行者を主体とした
道路の整備

１－３．水と緑の自然の中で心と体の健康を育むまちをつくる

今回申請対象地

公園・運動場等

森林・原野



現 場 写 真
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